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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　最初の複数のサポートベクトルと、前記最初の複数のサポートベクトルに関する最初の
閾値と、前記最初の複数のサポートベクトル及び少なくとも一つの追加的なサポートベク
トルを備える二番目の複数のサポートベクトルと、前記二番目の複数のサポートベクトル
に関する二番目の閾値と、を含む、カスケード式ＳＶＭベースの分類器に関するトレーニ
ングデータを受け取るステップと、
　入力データを受け取るステップと、
　前記入力データに関して、前記最初の複数のサポートベクトルを使用して、最初のＳＶ
Ｍスコアを生成するステップと、
　前記最初のＳＶＭスコアと前記最初の閾値とを比較することによって、前記入力データ
の最初の分類を決定するステップと、
　前記入力データの前記最初の分類が肯定分類である場合に、前記二番目の複数のサポー
トベクトルを使用して、前記入力データに関する二番目のＳＶＭスコアを生成するステッ
プと、
　前記二番目のＳＶＭスコアと前記二番目の閾値とを比較することによって、前記入力デ
ータの二番目の分類を決定するステップと、
を含むことを特徴とするサポートベクターマシンを使用する方法。
【請求項２】
　出力データを生成するステップをさらに含み、
　前記入力データは、画像を含み、前記出力データは、前記二番目の分類に基づいて、前
記入力データが顔画像であるか非顔画像であるかを示すことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記最初の分類が否定分類である場合に、前記入力データは非顔画像であると決定する
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記出力データが前記入力データは顔画像であることを示す場合に、顔検出を使用して
前記入力データにおける顔を識別するステップをさらに含むことを特徴とする請求項３に
記載の方法。
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【請求項５】
　前記顔を識別するステップは、
　学習済み射影行列を使用して、前記入力データを低次元空間に射影するステップと、
　前記射影された入力データまでの距離が最小であるクラスタの中心を決定するステップ
と、
　前記クラスタの中心のアイデンティティを返すステップと、を含むことを特徴とする請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記学習済み射影行列は、フィッシャー線形判別法を使用して計算することを特徴とす
る請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記最初の複数のサポートベクトルは、最初の２つのサポートベクトルを備え、
　前記最初のＳＶＭスコアは、前記最初の２つのサポートベクトルから生成されることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記最初のＳＶＭスコアが前記最初の閾値より大きい場合、前記入力データの前記最初
の分類は、前記肯定分類を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記最初の複数のサポートベクトルは、最初の４つのサポートベクトルを備え、
　前記最初のＳＶＭスコアは、前記最初の４つのサポートベクトルから生成されることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記最初の複数のサポートベクトルは、最初の８つのサポートベクトルを備え、
　前記最初のＳＶＭスコアは、前記最初の８つのサポートベクトルから生成されることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記二番目の複数のサポートベクトルは、すべてのサポートベクトルを備え、
　前記二番目のＳＶＭスコアは、前記すべてのサポートベクトルから生成されることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記最初のＳＶＭスコアが前記最初の閾値より小さい場合、前記最初の分類は、否定分
類を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記トレーニングデータは、
　肯定例セットと否定例セットとを備えるトレーニングセットを受け取るステップと、
　前記トレーニングセットから、複数のサポートベクトルと複数のサポートベクトル係数
とを生成するステップと、
　前記複数のサポートベクトルから否定例を排除するこができるサポートベクトルを備え
るサポートベクトルのサブセットを選択するステップと、
　前記サポートベクトルのサブセットに関する閾値を決定するステップと、
　を含むステップによって生成されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　小さい係数を有するサポートベクトルを破棄するステップをさらに含むことを特徴とす
る請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記入力データはデジタル画像であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＳＶＭは顔検出のために使用されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記入力データは、１９×１９ピクセル部分画像を備えることを特徴とする請求項１に
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記載の方法。
【請求項１８】
　前記入力データにヒストグラム等化を適用するステップをさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　最初の複数のサポートベクトルと、前記最初の複数のサポートベクトルに関する最初の
閾値と、前記最初の複数のサポートベクトル及び少なくとも一つの追加的なサポートベク
トルを備える二番目の複数のサポートベクトルと、前記二番目の複数のサポートベクトル
に関する二番目の閾値と、を含む、カスケード式ＳＶＭベースの分類器に関するトレーニ
ングデータを受け取るトレーニングデータ受け取り手段と、
　入力データを受け取る入力データ受け取り手段と、
　前記入力データに関して、前記最初の複数のサポートベクトルを使用して、最初のＳＶ
Ｍスコアを生成する第一のＳＶＭスコア化手段と、
　前記最初のＳＶＭスコアと前記最初の閾値とを比較することによって、前記入力データ
の最初の分類を決定する第一の比較手段と、
　前記入力データの前記最初の分類が肯定分類である場合に、前記二番目の複数のサポー
トベクトルを使用して、前記入力データに関する二番目のＳＶＭスコアを生成する第二の
ＳＶＭスコア化手段と、
　前記二番目のＳＶＭスコアと前記二番目の閾値とを比較することによって、前記入力デ
ータの二番目の分類を決定する第二の比較手段と、
　を備えることを特徴とするサポートベクターマシンを使用するシステム。
【請求項２０】
　出力データを生成する出力手段をさらに備え、
　前記入力データは、画像を含み、前記出力データは、前記二番目の分類に基づいて、前
記入力データが顔画像を含むか非顔画像データを含むかを示すことを特徴とする請求項１
９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記第一の比較手段は、さらに、前記最初の分類が否定分類である場合に、前記入力デ
ータは非顔画像であると決定することを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記出力データが前記入力データは顔画像であることを示す場合に、顔検出を使用して
前記入力データにおける顔を識別する顔検出手段をさらに備えることを特徴とする請求項
２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記顔検出手段は、
　学習済み射影行列を使用して、前記入力データを低次元空間に射影する射影手段と、
　前記射影された入力データまでの距離が最小であるクラスタの中心を決定するクラスタ
中心手段と、を備えることを特徴とする請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記学習済み射影行列は、フィッシャー線形判別法を使用して計算することを特徴とす
る請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記最初の複数のサポートベクトルは、最初の２つのサポートベクトルを備え、
　前記最初のＳＶＭスコアは、前記最初の２つのサポートベクトルから生成されることを
特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記最初のＳＶＭスコアが前記最初の閾値より大きい場合、前記入力データの前記最初
の分類は、前記肯定分類を含むことを特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記最初の複数のサポートベクトルは、最初の４つのサポートベクトルを備え、
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　前記最初のＳＶＭスコアは、前記最初の４つのサポートベクトルから生成されることを
特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記最初の複数のサポートベクトルは、最初の８つのサポートベクトルを備え、
　前記最初のＳＶＭスコアは、前記最初の８つのサポートベクトルから生成されることを
特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記二番目の複数のサポートベクトルは、すべてのサポートベクトルを備え、
　前記二番目のＳＶＭスコアは、前記すべてのサポートベクトルから生成されることを特
徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記最初のＳＶＭスコアが前記最初の閾値より小さい場合、前記最初の分類は、否定分
類を含むことを特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記トレーニングデータは、
　肯定例セットと否定例セットとを備えるトレーニングセットを受け取るトレーニングセ
ット受け取り手段と、
　前記トレーニングセットから、複数のサポートベクトルと複数のサポートベクトル係数
とを生成するＳＶトレーニング手段と、
　前記複数のサポートベクトルから否定例を排除するこができるサポートベクトルを備え
るサポートベクトルのサブセットを選択するサブセット選択手段と、
　前記サポートベクトルのサブセットに関する閾値を決定する閾値決定手段と、
　を備えるトレーニング手段によって生成されることを特徴とする請求項１９に記載のシ
ステム。
【請求項３２】
　小さい係数を有するサポートベクトルを破棄する破棄手段をさらに備えることを特徴と
する請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記入力データはデジタル画像であることを特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記ＳＶＭは顔検出のために使用されることを特徴とする請求項１９に記載のシステム
。
【請求項３５】
　前記入力データは、１９×１９ピクセル部分画像を備えることを特徴とする請求項１９
に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記入力データにヒストグラム等化を適用するヒストグラム等化手段をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項１９に記載のシステム。
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